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                      平屋建や 2 階建の

一般的な住宅では，管柱は 10.5cm～12cm 角，通し柱は 12cm 角の断

面寸法が多い。3 階建以上や，延べ面積 が 300m2を超える大きな規 

模の木構造では，柱の断面寸法を含めた各部材の寸法は，構造計算に

より安全を確かめて決める。柱の最小断面寸法には規定 があり，平

屋建や 2 階建の一般的な住宅では設計支援ツール から求めること

ができる。 

削除 

  各階の床面積の合計。 挿入 
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54 図 21 
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  公益財団法人日本住
宅・木材技術センターが
提供している表計算ツー
ルや早見表による方法が
ある。 

  建築基準法施行令第
43 条参照。 挿入 

1 

  耐力壁には，準耐力
壁 (面材が横架材に止め
られていない壁で高さや
幅に規定がある)や垂れ
壁・腰壁も壁量計算に算
入できる。  
 筋かいによる耐力壁の
うち，上下の横架材の上
端間の鉛直距離が 3.2m
を超えるものは，高さの
割に幅が狭いと倍率を低
減する (国土交通省告示
447 号)。 

挿入 

挿入 
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（6 行目の側注欄に追加） 

 

 

 

 

 

 

 

4 57 側注   

階や構造などに応
じて求める数値 

挿入 

  p.49 の柱の最小断面
寸法と同様に，公益財団
法人日本住宅・木材技術
センターが提供している
表計算ツールや早見表に
より求める方法がある。 

   ，国土交通省告示
第 447 号参照。 挿入 
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7 193 表 1   

8 218 側注   

9 236 図 15   

 

  低放射ガラス 
(Low-E ガラス) を用い
て，遮熱・断熱性を高め
たものがある。 

挿入 

2023 
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2023 

25 
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             などを
いう。建築基準法施行令
第 67 条，国土交通省告
示第 955 号参照。 


